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                               豊玉南小学校たより 

                                令和３年度 ２月号 

 

魅 力 に 引 き 込 ま れ る 
校長 風見由起夫  

 １月初旬の降雪、東京都心では１０㎝以上の積雪となりました。子供のころは、舞い散る雪にわくわ

くし、地面が白く覆われていくのをみて、雪合戦や雪だるま作りができると喜んだものでした。大人に

なって、交通機関への影響や通学路（特に歩道橋）の路面凍結などが浮かんできて、降雪にわくわくで

はなくドキドキするようになりました。 

 しかし、古河藩主の土井
ど い

利
とし

位
つら

、アメリカのウィルソン・ベントレー、北海道大学教授の中谷
な か や

宇
う

吉郎
きちろう

は、

大人になっても降雪にわくわくした人の代表でしょう。土井藩主は「雪の殿様」とよばれ、雪が降るた

びにその形を、墨で紙に描きとどめました。ベントレーは農業を営みながら、雪の結晶を写真に撮り続

けた人物です。そして、中谷教授は、雪の魅力に引き込まれ、世界で初となる人工雪の制作に成功した

人です。中谷教授の研究は、雪から上空の大気の様子を推測できるようになり、気象に大きな影響を与

えることになります。 

 また、先日の新聞に海洋物理学者 光
みつ

易
やす

 恒
ひさし

教授の記事が掲載されていました。こちらは、波の魅力

に引き込まれた人です。様々な波を撮影、研究しているうちに、奇跡的に「三角波」を撮影することが

でき、世界が称賛し、その写真を研究論文に使用したいという人が大勢いるそうです。 

科学の進歩、発展は、人が何気ないものへ興味、関心を抱くことから始まるのだと思います。子供た

ち全員が科学者を目指しているわけではありませんが、身の回りや自然の様子に興味、関心をもち、追

究する力を子供たちに育てたいと考えています。そのためには、身の回りの何気ないもの（こと）に気

付く力、それを追究する力を、学習で身に付けていかなければなりません。一方で、身の回りのもの（こ

と）に触れる機会、出会いも大切にしていかなければなりません。 

タブレットを活用し、インターネットを使って様々なことを、すぐに調べることが 

できるようになりました。これからも ICT を上手に活用しながら気付く目、考える力 

を育てるとともに、経験や体験の機会を大切にした教育活動を進めていきます。 

 
 
 

２月の行事予定  ※ 感染症の状況により、予定を変更する場合があります。 

 
１４日（月） クラブ活動（４～６年） 
       クラブ見学（３年） 
       読書旬間始 
１５日（火） 補充教室 
１７日（木） 社会科見学（３年） 

お別れスポーツ大会（５・６年） 
１８日（金） 午前授業 
２２日（火） 保護者会（５・６年） 
２３日（水）祝日：天皇誕生日 
２５日（金） 読書旬間終 ６年生を送る会 
２８日（月） 委員会活動 
 

 １日（火） 午前授業（研修のため） 
３日（木） 午前授業（展覧会前日準備） 
４日（金） 展覧会（児童鑑賞） 

 ５日（土） 登校日 展覧会（保護者鑑賞） 
 ７日（月） 振替休業日 
 ９日（水） 午前授業（研修のため） 
１０日（木） 午前授業（１年のみ） 
       新１年生保護者説明会 
１１日（金）祝日：建国記念の日 
１２日（土） 土曜授業日（公開なし） 
       馬頭琴の演奏（２年） 
       二分の一成人式（４年） 



今月の生活目標   寒さに負けない体にしよう 
 空気の乾燥した日が続いています。冬には、寒さから体温が下がり病気への抵抗力も落ちます。よ

く食べよく寝るよう指導し、改めて生活習慣を見直させることを通して元気な体を育めるとよいで

す。本校でも、こまめに「手洗い」をすることを引き続き指導しています。休み時間には空気の換気

も行い、清潔な空間で学習に取り組めるよう環境を整えています。ハンカチ・ティッシュを持参する

ようご家庭でもお声掛けください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〈百人一首〉   

百人一首担当 

６年間で 100 首を覚えることを目標に、百人

一首に取り組んでいます。覚える札の数の目標

は、１・２年生 20 首、３年生 60 首、４年生以

上 100 首です。児童が取り組みやすいように、

20 首ごとに色分けされた五色の札のセットを

各クラスに置いてあります。 
この取り組みの一環として、学級や学年で百

人一首やカルタとりを予定し、一枚でも多くの

札を取るために、百人一首を覚えてくること

が、冬休みの宿題に出されていた学年もありま

した。 
また、毎年６月と２月の年２回、百人一首検

定を実施しています。一回に 10 から 20 首の札

を覚えて検定を受けます。各学年の目標札数を

覚えると賞状を渡し、100 首合格者には、「合

格バッジ」を渡しています。また、４～６年生

で 100 首覚えると「百人一首名人」として検定

委員に認定されます。 
日本人の心と体に刻み込まれている和歌の

リズム、この伝統的な文化を楽しみ、触れるよ

い機会と考えています。是非ご家庭でも百人一

首をお子さんと一緒に口ずさんでみてくださ

い。 
 

〈学校図書館より〉 図書担当 

 豊玉南小学校の子供たちがさらに多くの本に触れ、読書への関心を深めることができるように、

読書旬間を実施しています。１０月は練馬図書館から各クラス、共通のテーマで集められた４０冊

の本を借りました。自分では手に取らないようなジャンルも読むことができました。２月の読書旬

間は図書委員会が各学級へ読み聞かせを行う予定です。 
島根純子 学校図書館支援員が週に２～３日勤務しており、読み聞かせや本の選択、調べ学習へ

の助言など、子供たちの疑問をすぐに解決できる環境も整っています。今年度から蔵書が電算化さ

れ、スムーズな貸し出しが可能となり、図書室を利用する児童が増えています。学期ごとに新刊も

配架しています。是非多くの児童に本を手に取ってもらいたいです。 

〈季節の一句〉 

今、子供たちは季節の一句（冬）の俳句作

りに挑戦しています。自然の変化や生活の中

から発見したこと、感じたことなどを五七五

のリズムにのせて表現することで、短い言葉

の中で自分の思いを伝えるとともに言葉に対

する感覚を磨くことをねらいにしています。 

これまでの最優秀作品です。 
 

なの花が ゆれる春風 ほほえむよ 

（春・３年生作） 

入道雲 空へつながる 雲はしご 

（夏・５年生作） 

豊南 みなに愛され 六十さい 

 （60 周年・４年生作） 

ローカル線 稲穂をゆらし 進み行く 

（秋・５年生作） 

ホクホクの 石やきいもが ねっとりだ 

（秋・３年生作） 
 

冬の優秀作品は、2 月初旬に選考します。 
 

◇給食費・教材費 引き落とし日 

  ①２月７日（月） ②２月１５日（火） 

  入金をよろしくお願い申し上げます。  


